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Ca2+やcAMPは重要なセカンドメッセンジャーである。我々は
生体内におけるCa2+とcAMPの関係を調べるため、Ca2+との結
合によりその赤色蛍光が明るくなる蛍光タンパク質RCaMP3と、
cAMPとの結合によりその緑色蛍光が明るくなる蛍光タンパク質
cAMPinG1を開発した。RCaMP3とcAMPinG1の両方を、生き
たマウスの大脳皮質に存在する神経細胞に発現させ、二光子励起
顕微鏡を用いた2色同時イメージングを行ったところ、発火によ
り表現された情報が、Ca2+シグナル、そしてcAMPシグナルとし
て伝達される過程で数十秒の単位で細胞内に貯蔵されることを見
い出した。このような多色イメージングの有用性や、さらに近年
世界中で盛んに開発されている蛍光センサーについて紹介する。
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